
開 会 の 辞 古庄知己
会長の挨拶 中山 淳
議 長 選 出 古庄知己（遺伝医学）に決定

議 事
１ 令和５年・６年運営委員選挙結果報告

次の諸氏が選出された。
≪運営委員≫

梅村武司，古庄知己，清水公裕
副島雄二，髙橋 淳，鷲塚伸介

以上，承認された。
２ 令和５年運営委員会・編集委員会構成の承認

≪運営委員会≫
委員長 古庄知己
副委員長 鷲塚伸介
委 員

梅村武司，駒津光久，清水公裕
副島雄二，髙橋 淳，工 穣
田中直樹，中沢洋三，藤永康成
堀内哲吉，安尾将法

≪編集委員会≫
委員長 田中直樹
副委員長

梅村武司，古庄知己，駒津光久
清水公裕，副島雄二，髙橋 淳
工 穣，中沢洋三，藤永康成
堀内哲吉，安尾将法，鷲塚伸介

委 員
浅村英樹，伊澤 淳，石塚 修
伊藤研一，今村 浩，小栁清光
川真田樹人，菅野祐幸，栗田 浩
桑原宏一郎，小泉知展，齋藤直人
沢村達也，塩沢丹里，柴 祐司
杉山暢宏，関口健二，関島良樹
瀬戸達一郎，竹下敏一，寺田信生
内藤隆文，野見山哲生，花岡正幸
平塚佐千枝，福島菜奈恵，増木静江

間宮敬子，村田敏規，森田 洋
山田光則，山田充彦，杠 俊介
吉田邦広

≪会務部≫
工 穣（部長），清水公裕（副部長）

≪監事≫
栗田 浩，塩沢丹里

以上，承認された。
３ 令和４年事業報告

令和４年藤永編集委員長より下記の報告があった。
「信州医学雑誌第70巻第１号から６号まで順調に

発行でき，綜説６編，原著論文13編（内 英文９編），
症例報告７編（内 英文１編）が掲載され，総頁数
は437頁であった。依頼原稿の綜説を除く投稿論文
は18編（内 英文７編）であり Reject は３編あった。

信州医学雑誌創刊70周年記念として表紙のデザイ
ンを一新し，また記念誌（信州医学会賞受賞論文集）
を６月に発行した」

４ 令和４年決算報告
事務部より別紙・決算書に基づき説明があり，承

認された。
５ 令和４年監査報告

栗田監事より下記の報告があった。
「本年１月19日，令和４年１月１日から12月31日

までの会計監査を，塩沢監事と行った。帳簿，書類，
通帳，その他正しく整理されており適正に処理され
ていた」

以上，承認された。
６ 令和５年事業計画

令和５年田中編集委員長より下記の説明があった。
「本年も６号刊行予定であり，第71巻第１号は既

刊，第２号は現在校正中であり，第３号第４号とも
準備中であり順調に推移している」

７ 令５年予算計画
事務部より別紙・予算書に基づき説明があり承認

された。
また現在の事務所建物の取り壊しにより，４月か

ら旭総合研究棟に移転することになり，引っ越し費
用等は予備費から支出する旨の説明があった。

８ 第22回信州医学会賞授与式
中山会長より授与された。

 会 報

令和 ５年信州医学会総会議事録
日 時：令和 5年 ３月 6日（金），15：00～15：３0

場 所：信州大学医学部ミーティングルーム⑶
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原著論文部門
鈴木 中 先生 他（泌尿器科学教室）

『The Combination of α1-adrenergic Receptor An
tagonist and Phosphodiesterase ５ Inhibitor Mitigates 
Cold Stress-induced Detrusor Overactivity through 
Resiniferatoxin-Sensitive Nerves in Bladder Outlet 
Obstructed Rats』
（信州医誌 70：81-90，2022）

症例報告部門
Moses Osaodion Inojie 先生 他（脳神経外科学教室）
『Adolescent Physiological Pituitary Gland Hyper
trophy Transformed into a Prolactin-secreting Mac
roadenoma in Early Adulthood』
（信州医誌 70：101-106，2022）

閉 会 の 辞 古庄知己 以上

第22回 信州医学会賞授賞者
（左）中央 : 鈴木先生代理・今村先生 （右）中央：Moses 先生代理・荻原先生

（写真左側：中山会長 右側：古庄運営委員長）
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